
課：

一般財源(物件費充当分のみ) 136,275 155,755 ― ― 0

歳入計(物件費に充当される特定財源) 178,704 743,686 ― ― 1,910,701

その他 0 0 ― ― 0

0

市債 178,704 555,100 ― ― 1,319,976

0 0 ― ― 0

受益者負担(使用料・手数料) 0 0 ― ―
歳
入

国庫支出金 0 188,586 ― ― 590,725

(留意事項)
※正職員・再任用・任期付
の人件費は、人員配置を
もとに平均人件費を乗算
しています。
※「歳入」欄には物件費に
充当されるもののみ記載
されています。

府支出金

歳出計 353,473 957,586 ― ―

　物件費計 314,979 899,441 ― ― 1,369,258 65.7%

　人件費計 38,494 58,145 ― ―

―

附属機関委員 0 0 ― ―

会計年度任用職員 823 928 ― ―内
訳

正職員、再任用、任期付職員 37,671 57,217 ― ―

特別職非常勤 0 0 ―

決
算
額

(千円) R6決算額 R7決算額 R8決算額 R9決算額 R7予算額(参考) 予算執行率(参考)

 
歳
出

特別職非常勤 0.00人 0.00人 ― ―

附属機関委員 0.00人 0.00人 ― ―

任期付職員 0.00人 0.00人 ― ―

会計年度任用職員 0.28人 0.20人 ― ―

4.90人 6.97人 ― ―

再任用 0.00人 0.00人 ― ―

基幹管路更新に伴う設計、積算、施工監理業務。

２．事務事業への投入コスト(インプット)

人
員
体
制

(人) R6年度実績 R7年度実績 R8年度実績 R9年度実績

正職員

詳
細
項
目

事業の目的
(最終アウトカム)
・目指すべき状態

・課題が解決した状態

安全で安心な水道水の使用ができ、地震等の災害時でも途切れることなく安定的に水道水が供給されている状態。

対象者(受益者) 水道を利用している市民

現状・課題 導水管・送水管・配水本管の老朽化や地震等の災害発生の影響による管路破損に伴う断水や水濁りの影響を受ける。

事業の概要 導水管・送水管・配水本管の新設や更新・耐震化により豊富で安定した水道水を途切れることなく供給する。

年間の主な事務

根拠法令等 水道法、水道施設の技術的基準を定める省令

関係附属機関等 該当なし

関係補助金等 該当なし 補助金性質： ―

事業期間 事業開始 ： 不明 ～ 事業終了予定 ： 未定(継続実施含む)

R８年度 R９年度

〇 〇
市長公約との関係性

所信表明
(R5年9月)

― 市政運営方針
R６年度 R７年度

基
本
項
目

総合
計画

基本目標 1.安全で、利便性の高いまち 細区分 維持管理区分

施策目標 1.災害に対する備えができているまち 性質 防災・安全

担当部署(R8年度機構) 部： 上下水道部 上水道工務課 区分 持続的事業

令和7年度　事務事業実績測定調書

１．事務事業の基礎情報 調書番号 24

事務事業名称 基幹管路整備事業



① 件 件 件 件

目標 目標

実績 実績

算出
方法

算出
方法

R１０年度の方向性
(R９実績測定)

現状維持 現状維持 現状維持 ― ―

参
考

方向性の経過

R6年度の方向性
(R5実績測定)

R７年度の方向性
(R６実績測定)

R８年度の方向性
(R７実績測定)

R９年度の方向性
(R８実績測定)

R8
年度

R9
年度

７．今後の取組方針(改善・対応策など)

R8年度
取組方針

引き続き、発注時期の平準化や工期の複数年度設定を活用し、円滑な基幹管路の整備・更新に取り組む。
R8年度
方向性 現状維持

５．中長期的な変化・便益(中間アウトカム)

安定的に水道水が供給される。

６．取組実績に対する自己分析・総括

R6
年度

指標の達成度については、予定通り実施できている。工事発注手続きについては、工期の複数年設定を可能とする予算措置により発注時期の平準化
等に取り組み予定通り事業の発注を行うことができた。

R7
年度

指標の達成度については、予定通り実施できている。工事発注手続きについては、工期の複数年設定を可能とする予算措置により発注時期の平準化
等に取り組み予定どおり事業の発注を行うことができた。

0 0 ― ― 件

基幹管路耐震化延長／市内基幹管路延長×１００ ―

0 0 0 0 件

36.3 37.2 ― ― ％

R6 R7 R8 R9 単位

36.3 36.6 36.6 36.6 ％

安定的に水道水が供給される。

指
標

基幹管路の耐震化率

指
標

管路事故件数（断減水の影響が100戸を超えるもの）

R6 R7 R8 R9 単位

ロ
ジ
ッ
ク
モ
デ
ル

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
①

説
明

基幹管路が整備される

ア
ウ
ト
カ
ム
①

説
明

４．活動による結果(アウトプット)および変化・便益(アウトカム)

アウトプット(活動が産み出した結果) 直接アウトカム(結果による変化・便益)

工事発注件数 件 5 7 ― ―

３．具体的な活動(アクティビティ)

年間の主な活動指標 単位 R６実績 R７実績 R８実績 R９実績



課：

一般財源(物件費充当分のみ) 512,311 585,215 ― ― 1,577,489

歳入計(物件費に充当される特定財源) 956,596 981,700 ― ― 1,251,024

その他 0 0 ― ― 0

0

市債 956,596 981,700 ― ― 1,251,024

0 0 ― ― 0

受益者負担(使用料・手数料) 0 0 ― ―
歳
入

国庫支出金 0 0 ― ― 0

(留意事項)
※正職員・再任用・任期付
の人件費は、人員配置を
もとに平均人件費を乗算
しています。
※「歳入」欄には物件費に
充当されるもののみ記載
されています。

府支出金

歳出計 1,567,391 1,672,988 ― ―

　物件費計 1,468,907 1,566,915 ― ― 2,828,513 55.4%

　人件費計 98,484 106,073 ― ―

―

附属機関委員 0 0 ― ―

会計年度任用職員 6,228 6,498 ― ―内
訳

正職員、再任用、任期付職員 92,256 99,575 ― ―

特別職非常勤 0 0 ―

決
算
額

(千円) R6決算額 R7決算額 R8決算額 R9決算額 R7予算額(参考) 予算執行率(参考)

 
歳
出

特別職非常勤 0.00人 0.00人 ― ―

附属機関委員 0.00人 0.00人 ― ―

任期付職員 0.00人 0.00人 ― ―

会計年度任用職員 2.12人 1.40人 ― ―

12.00人 12.13人 ― ―

再任用 0.00人 0.00人 ― ―

配水支管、給水管更新に伴う設計、積算、施工監理業務

２．事務事業への投入コスト(インプット)

人
員
体
制

(人) R6年度実績 R7年度実績 R8年度実績 R9年度実績

正職員

詳
細
項
目

事業の目的
(最終アウトカム)
・目指すべき状態

・課題が解決した状態

配水支管の更新及び鉛製給水管の解消によって、安全で安定的に水道水の使用ができている状態。

対象者(受益者) 老朽配水支管及び鉛製給水管を使用している市民

現状・課題 配水支管及び給水管の老朽化に伴う漏水や水質への懸念。

事業の概要
水質の安定と漏水防止のため、老朽配水支管を耐震管に布設替えするとともに、鉛管を使用している給水管をポリエチレン管（PE）に
取り換える。

年間の主な事務

根拠法令等 水道法、水道施設の技術的基準を定める省令

関係附属機関等 該当なし

関係補助金等 該当なし 補助金性質： ―

事業期間 事業開始 ： 不明 ～ 事業終了予定 ： 未定(継続実施含む)

R８年度 R９年度

〇 〇
市長公約との関係性

所信表明
(R5年9月)

― 市政運営方針
R６年度 R７年度

基
本
項
目

総合
計画

基本目標 5.自然と共生し、美しい環境を守り育てるまち 細区分 維持管理区分

施策目標 26.安全で良好な生活環境が確保されたまち 性質 防災・安全

担当部署(R8年度機構) 部： 上下水道部 上水道工務課 区分 持続的事業

令和7年度　事務事業実績測定調書

１．事務事業の基礎情報 調書番号 647

事務事業名称 配水支管整備事業



① 件 件 件 件

目標 目標

実績 実績

算出
方法

算出
方法

R１０年度の方向性
(R９実績測定)

現状維持 現状維持 現状維持 ― ―

参
考

方向性の経過

R6年度の方向性
(R5実績測定)

R７年度の方向性
(R６実績測定)

R８年度の方向性
(R７実績測定)

R９年度の方向性
(R８実績測定)

R8
年度

R9
年度

７．今後の取組方針(改善・対応策など)

R8年度
取組方針

配水支管の更新については、引き続き整備計画に基づき円滑な事業の実施に取り組む。また、他企業と競合する事業
については、事前協議も含め綿密な工程調整を行い予定どおり事業が完了できるよう取り組む。

R8年度
方向性 現状維持

５．中長期的な変化・便益(中間アウトカム)

安全で安定的に水道水の使用ができる。

６．取組実績に対する自己分析・総括

R6
年度

指標の達成度については、概ね想定通りであったが、他企業と競合する一部事業については、事業間調整により次年度繰越となった。このため、事業が
早期に完了できるよう、他企業と調整を行い工程を検討する必要がある。

R7
年度

指標の達成度については、概ね想定どおりであったが、他企業と競合する事業について移設依頼元と他企業の事業間調整に時間を要したことから複数
の事業がやむを得ず次年度繰越となった。このため、事業が早期に完了できるよう、移設依頼元や他企業と綿密に調整を行い工程を検討する必要があ
る。

0 0 ― ― 件

配水管管路耐震管延長／市内配水管管路延長×１００ ―

0 0 0 0 件

29.6 30.2 ― ― ％

R6 R7 R8 R9 単位

29.6 30 30.3 30.8 ％

安全で安定的に水道水の使用ができる。

指
標

配水管の耐震化率

指
標

管路事故件数（断減水の影響が100戸を超えるもの）

R6 R7 R8 R9 単位

ロ
ジ
ッ
ク
モ
デ
ル

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
①

説
明

配水支管が更新され鉛製給水管が解消される。

ア
ウ
ト
カ
ム
①

説
明

４．活動による結果(アウトプット)および変化・便益(アウトカム)

アウトプット(活動が産み出した結果) 直接アウトカム(結果による変化・便益)

工事発注件数 件 41 44 ― ―

３．具体的な活動(アクティビティ)

年間の主な活動指標 単位 R６実績 R７実績 R８実績 R９実績



課：

一般財源(物件費充当分のみ) 488 603 ― ― 659

歳入計(物件費に充当される特定財源) 0 0 ― ― 0

その他 0 0 ― ― 0

0

市債 0 0 ― ― 0

0 0 ― ― 0

受益者負担(使用料・手数料) 0 0 ― ―
歳
入

国庫支出金 0 0 ― ― 0

(留意事項)
※正職員・再任用・任期付
の人件費は、人員配置を
もとに平均人件費を乗算
しています。
※「歳入」欄には物件費に
充当されるもののみ記載
されています。

府支出金

歳出計 7,407 7,991 ― ―

　物件費計 488 603 ― ― 659 91.5%

　人件費計 6,919 7,388 ― ―

―

附属機関委員 0 0 ― ―

会計年度任用職員 0 0 ― ―内
訳

正職員、再任用、任期付職員 6,919 7,388 ― ―

特別職非常勤 0 0 ―

決
算
額

(千円) R6決算額 R7決算額 R8決算額 R9決算額 R7予算額(参考) 予算執行率(参考)

 
歳
出

特別職非常勤 0.00人 0.00人 ― ―

附属機関委員 0.00人 0.00人 ― ―

任期付職員 0.00人 0.00人 ― ―

会計年度任用職員 0.00人 0.00人 ― ―

0.90人 0.90人 ― ―

再任用 0.00人 0.00人 ― ―

議会、地域コミュニティ、自治会等へ水道工事のお知らせ配布（年４０件程度）
水道工事積算システムの運営、改訂業務
水道工事に伴う施工承諾（年５地区程度）

２．事務事業への投入コスト(インプット)

人
員
体
制

(人) R6年度実績 R7年度実績 R8年度実績 R9年度実績

正職員

詳
細
項
目

事業の目的
(最終アウトカム)
・目指すべき状態

・課題が解決した状態

各庶務事務事務の迅速かつ適切な処理、他部署との調整によって組織としての機能を効率的に発揮し、所管事務が円滑に執行できて
いる状態。

対象者(受益者) 課の職員

現状・課題 所管事務を適正かつ迅速に執行するため、課の運営を円滑に図る必要がある。

事業の概要

・市議会等に対する調整及び交渉等
・行政評価及び事業計画等に関する事務
・局内外への照会・回答処理、事務引継ぎ事務及び公用車の点検、管理に関する事務
・課の予算、決算に関する事務

年間の主な事務

根拠法令等 決裁

関係附属機関等 該当なし

関係補助金等 該当なし 補助金性質： ―

事業期間 事業開始 ： 不明 ～ 事業終了予定 ： 未定(継続実施含む)

R８年度 R９年度

― ―
市長公約との関係性

所信表明
(R5年9月)

― 市政運営方針
R６年度 R７年度

基
本
項
目

総合
計画

基本目標 9.施策体系外 細区分 行政運営区分

施策目標 99.施策体系外 性質 内部事務・行政運営

担当部署(R8年度機構) 部： 上下水道部 上水道工務課 区分 行政運営事業

令和7年度　事務事業実績測定調書

１．事務事業の基礎情報 調書番号 890

事務事業名称 上水道工務課運営事務



①

目標 目標

実績 実績

算出
方法

算出
方法

R１０年度の方向性
(R９実績測定)

現状維持 現状維持 現状維持 ― ―

参
考

方向性の経過

R6年度の方向性
(R5実績測定)

R７年度の方向性
(R６実績測定)

R８年度の方向性
(R７実績測定)

R９年度の方向性
(R８実績測定)

R8
年度

R9
年度

７．今後の取組方針(改善・対応策など)

R8年度
取組方針

各事業が円滑に実施できるよう各種事務等について、遅漏なく、適正に手続きを実施する。
R8年度
方向性 現状維持

５．中長期的な変化・便益(中間アウトカム)

―

６．取組実績に対する自己分析・総括

R6
年度

事業実施に欠かせない水道積算システム機器及び車両の維持管理や庁内関係部署からの照会回答事務等について、遅漏なく、適正に手続きを実施す
ることができた。

R7
年度

事業実施に欠かせない水道積算システム機器及び車両の維持管理や庁内関係部署からの照会回答事務等について、遅漏なく、適正に手続きを実施す
ることができた。

―

― ―

―

―

R6 R7 R8 R9 単位

―

―

指
標

―

指
標

―

R6 R7 R8 R9 単位

ロ
ジ
ッ
ク
モ
デ
ル

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
①

説
明

―

ア
ウ
ト
カ
ム
①

説
明

４．活動による結果(アウトプット)および変化・便益(アウトカム)

アウトプット(活動が産み出した結果) 直接アウトカム(結果による変化・便益)

―

３．具体的な活動(アクティビティ)

年間の主な活動指標 単位 R６実績 R７実績 R８実績 R９実績


